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は
じ
め
に

　

近
世
日
本
の
山
地
景
観
に
つ
い
て
、
水
本
邦
彦
は
「
い
ず
れ
の
地
域
に
あ
っ
て
も
草

山
・
柴
山
を
主
流
と
し
、
そ
の
傾
向
は
近
世
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と

述
べ
、
そ
の
背
景
と
し
て
草
肥
農
業
を
挙
げ
、
近
世
前
期
に
お
け
る
農
業
生
産
の
飛
躍

的
進
展
に
と
も
な
う
草
肥
確
保
の
た
め
山
が
草
山
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

近
世
農
業
に
お
け
る
肥
料
の
中
心
は
草
木
葉
を
田
畑
に
敷
き
込
む
刈
敷
＝
草
肥
や
、

牛
馬
の
し
尿
・
飼
料
の
残
滓
・
敷
草
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
厩
肥
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ

も
山
野
か
ら
の
刈
草
が
原
料
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
刈
敷
に
使
用
さ
れ
る
草
肥
の
量

は
田
一
反
に
つ
き
一
五
～
三
五
駄
、
畑
一
反
に
つ
き
一
五
駄
ほ
ど
で
、
一
駄
三
〇
貫
（
約

一
一
二
・
五
㎏
）
を
得
る
に
は
山
地
五
～
六
畝
が
必
要
と
さ
れ
、
田
畑
面
積
の
一
〇
倍

を
超
え
る
山
野
が
な
い
と
十
分
な
肥
料
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
農
業
の

た
め
に
非
常
に
広
大
な
草
山
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
か
か
る
草
山

の
森
林
へ
の
遷
移
抑
止
や
秣
や
萱
の
生
育
促
進
の
た
め
、
毎
年
春
先
に
「
野
火
」「
野
火

附
」
と
呼
ば
れ
る
火
入
れ
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
草
山
の
維
持
・
利
用
の
た
め
の
努

力
も
払
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
山
地
景
観
の
復
元
に
つ
い
て
、
小
椋
純
一
は
絵
図
や
図
会
を

用
い
た
景
観
復
元
の
方
法
を
提
起
し
、
室
町
後
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
の
京
都
近

郊
の
植
生
景
観
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
山
地
の
大
部
分
に
高
木
の
林
は
少
な
く
、
高
木

の
林
で
も
松
林
で
人
為
的
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
草
木
は
肥
料
や
燃
料

と
さ
れ
、
山
は
そ
の
供
給
源
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

神
奈
川
県
域
に
お
け
る
近
世
か
ら
明
治
期
の
山
地
景
観
・
植
生
の
復
元
研
究
に
つ
い

て
は
、
箱
根
地
域
や
鎌
倉
・
横
浜
・
川
崎
な
ど
の
地
域
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

管
見
の
限
り
丹
沢
山
地
に
つ
い
て
検
討
し
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
相
模
国
を
代
表

す
る
山
地
で
あ
り
、
源
流
と
す
る
河
川
も
多
い
近
世
の
丹
沢
山
地
の
景
観
や
環
境
の
検

討
は
、
当
該
地
域
の
人
々
の
生
活
史
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
不
可
欠
と
考
え
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
丹
沢
山
地
の
う
ち
表
丹
沢
・
秦
野
地
域
を
中
心
と
し
た
山
地
の
近
世
に

お
け
る
景
観
・
環
境
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　

一　

史
料
・
絵
図
に
み
る
丹
沢
山
地
の
状
況　

　

本
章
で
は
、
入
会
争
論
な
ど
の
史
料
、
お
よ
び
関
連
す
る
絵
図
類
か
ら
近
世
に
お
け

る
丹
沢
山
地
の
状
況
を
概
観
し
た
い
。

　

１　

八
ヶ
村
入
会
善
波
村
御
運
上
馬
草
山

　

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
八
月
、
相
模
国
大
住
郡
善
波
村
（
伊
勢
原
市
）
内
の
「
馬

草
山
（
秣
場
）
」
を
入
会
利
用
し
て
い
る
真
田
村
（
平
塚
市
）
ほ
か
八
ヶ
村
が
、
幕
府
代

官
に
秣
場
と
そ
の
利
用
に
関
わ
る
問
題
を
訴
え
た
。
問
題
の
秣
場
は
古
く
か
ら
入
会
利

用
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
に
善
波
村
が
旗
本
渡
辺
綱
貞
領
と
な

近
世
丹
沢
山
地
の
景
観
と
環
境

近
世
丹
沢
山
地
の
景
観
と
環
境

早

田

旅

人*

*
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っ
た
際
に
幕
府
か
ら
一
四
石
の
石
高
を
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
訴
状
に
は
そ
れ
以
降
に

発
生
し
た
諸
問
題
が
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

①
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
、
渡
辺
氏
に
よ
る
「
新
林
・
新
田
畑
・
御
屋
敷
」
の
取
り

立
て
の
た
め
草
場
が
狭
く
な
り
、
入
会
村
々
が
幕
府
に
訴
え
た
。
そ
の
結
果
、「
熊
窪
山

并
代
官
屋
敷
六
拾
間
四
方
」
の
ほ
か
は
、「
新
林
・
新
田
畑
不
残
御
つ
ぶ
し
、
前
々
の
こ

と
く
馬
草
場
」
と
さ
れ
た
。
②
し
か
し
、
そ
の
後
も
新
林
・
新
田
畑
が
取
り
立
て
ら
れ

た
。
そ
の
た
め
「
馬
草
場
せ
ま
く
八
ヶ
村
之
百
姓
馬
草
飼
不
罷
成
候
故
、
近
年
村
々
ニ

而
馬
を
減
し
」
公
儀
役
が
勤
め
ら
れ
ず
、
田
畑
の
肥
や
し
も
不
足
し
て
耕
作
に
も
悪
影

響
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
③
「
草
山
」
の
な
か
に
新
田
畑
が
で
き
、
善
波
村
の
百
姓

も
増
え
た
た
め
秣
場
は
狭
く
な
っ
た
。
そ
の
う
え
善
波
村
は
四
月
初
め
か
ら
「
壱
番
草

之
過
半
」
を
刈
り
取
っ
て
し
ま
う
。

　

訴
状
で
は
上
述
の
経
緯
・
問
題
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
今
後
は
善
波
村
も
他
の
入
会

村
々
と
同
月
に
一
同
で
秣
場
に
入
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
が
訴
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
訴
状
か
ら
は
田
畑
開
発
が
盛
ん
と
な
る
一
七
世
紀
、
秣
場
の
地
元
村
の
領
主
・

百
姓
に
よ
る
田
畑
屋
敷
地
開
発
と
秣
場
確
保
と
の
競
合
、
お
よ
び
秣
場
利
用
に
お
け
る

地
元
村
と
入
会
村
々
と
の
競
合
の
発
生
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
で
は
善
波
村
の
秣
場
は

ど
れ
ほ
ど
の
広
さ
で
、
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

覚

　

一
善
波
惣
廻
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
弐
町
十
八
間
也

　

一
真
田
道
横
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
町
四
十
間

　

一
落
幡
あ
つ
ま
ミ
ね
ゟ
つ
る
し
め
し
迄　

十
八
町

　

一
あ
ミ
た
ぶ
ゟ
立
石
迄　
　
　
　
　
　
　

十
三
町

　

一
切
通
シ
よ
り
并
椚
境　
　
　
　
　
　
　

十
町

　

一
長
ば
ん
ど
う
ゟ
な
か
ぬ
き
境
迄　
　
　

廿
町

　
　
　
　

反
別
ニ
而

　

惣
合
弐
百
六
拾
町

　
　
　
　
　

此
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
社

　
　

五
拾
町
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
地　

引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
川

　
　

四
拾
町
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畑
ニ
引

　

馬
草
山
之
儀
ハ
百
七
十
町
也

　
　
　

但
シ
十
ヶ
年
以
前
新
林

　

一
熊
窪
境
松
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
町
六
反

　

一
岩
そ
ね
新
林　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
町
弐
反

　

一
大
松
山
惣
ノ
新
林　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
八
町

　

一
御
屋
敷
取
新
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
町

　
　

残
而
草
か
り
場
百
弐
町
弐
反
也

　
　
　
　
　

十
月
廿
八
日

　

年
未
詳
だ
が
、「
新
林
」
「
御
屋
敷
」
な
ど
の
文
言
か
ら
、
延
宝
九
年
の
訴
状
の
関
連

史
料
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
善
波
村
の
面
積
約
二
六
〇
町
の
う
ち
寺
社
や
居

住
地
、
谷
川
が
五
〇
町
、
田
畑
が
四
〇
町
で
、
残
り
一
七
〇
町
が
「
馬
草
山
」
と
さ
れ

て
い
る
。
村
の
面
積
の
約
六
五
％
が
秣
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
馬
草
山
」
の

中
に
「
新
林
」「
新
畑
」
、
代
官
屋
敷
な
ど
が
取
り
立
て
ら
れ
、
実
際
の
草
苅
場
は
一
〇

二
町
余
だ
と
い
う
。
地
目
と
実
際
に
相
違
が
あ
る
こ
と
、
地
目
の
四
割
に
ま
で
及
ぶ
新

林
・
新
畑
へ
の
開
発
意
欲
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
が
、
実
質
で
も
村
の
面
積
の
四
割
を

占
め
る
秣
場
の
存
在
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

(

6
）
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そ
れ
で
は
善
波
村
の
馬
草
山（
秣
場
）は
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

善
波
村
絵
図
【
図
１
】
も
年
未
詳
だ
が
、「
新
田
」
「
新
畑
」
「
御
屋
敷
」
な
ど
の
文
言
が

み
ら
れ
、
延
宝
九
年
の
訴
状
の
関
連
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
村
の
東
に

集
落
が
あ
り
、
村
を
東
西
に
貫
く
「
大
道
（
矢
倉
沢
往
還
）
」
の
概
ね
北
側
に
新
田
畑
と

林
が
み
ら
れ
る
。そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
外
周
に
緑
色
無

地
で
表
現
さ
れ
る
空
間
が

「
馬
草
山
（
秣
場
）
」
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
草

山
は
隣
村
の
境
界
ま
で
広

が
っ
て
い
る
が
、
西
北
の

寺
山
村
・
名
古
木
村
（
以

上
、
秦
野
市
）
と
の
境
は

大
山
か
ら
善
波
峠
に
至
る

尾
根
上
に
あ
り
、
南
の
矢

名
村
・
落
幡
村
（
以
上
、

秦
野
市
）
の
境
は
善
波
峠

か
ら
吾
妻
山
に
至
る
山
の

尾
根
上
に
あ
る
。
東
北
の

栗
原
村
・
坪
之
内
村
（
以

上
、
伊
勢
原
市
）
の
境
も

大
山
か
ら
善
波
峠
に
至
る

尾
根
か
ら
東
に
延
び
る
尾

根
上
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

善
波
村
の
馬
草
山
（
秣
場
）

は
村
を
北
・
西
・
南
と
囲
む
山
の
尾
根
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
善
波
村
は
集
落
・
林
の

周
り
に
山
の
端
ま
で
草
原
が
広
が
る
景
観
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

２　

秦
野
盆
地
周
辺
の
入
会
山

　

（
１
）
蓑
毛
・
小
蓑
毛
・
寺
山
・
東
田
原
・
西
田
原
五
ヶ
村
入
会
山

　

貞
享
五
年
（
元
禄
元
・
一
六
八
八
）
八
月
、
東
田
原
村
・
西
田
原
村
（
史
料
上
で
は

田
原
村
と
一
括
し
て
記
さ
れ
る
。
以
下
、
田
原
村
と
表
記
。
秦
野
市
）
が
「
入
会
草
山
」

に
つ
い
て
蓑
毛
村
・
小
蓑
毛
村
・
寺
山
村
（
以
上
、
秦
野
市
）
を
幕
府
に
訴
え
た
。

　

訴
状
に
よ
れ
ば
、
「
い
よ
り
山
と
申
所
よ
り
こ
ぶ
た
の
と
申
た
け
迄
壱
里
半
程
之
草

山
」
は
田
原
村
と
蓑
毛
村
が
以
前
か
ら
「
入
会
ニ
馬
草
・
薪
を
苅
」
り
取
っ
て
い
た
が
、

蓑
毛
村
が
寺
山
村
と
結
託
し
て
六
月
か
ら
田
原
村
の
採
取
し
た
「
馬
草
」
を
没
収
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
七
月
に
も
蓑
毛
村
が
田
原
村
の
「
馬
草
」
を
没
収
し
て
田
原

村
に
入
会
山
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
を
通
告
し
、
田
原
村
は
「
此
場
所
留
め
ら
れ
候
て
は

牛
馬
之
所
持
も
耕
作
の
こ
や
し
ニ
も
迷
惑
仕
候
事
」
と
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
田
原
村

に
よ
れ
ば
、
寺
山
村
は
村
付
の
秣
場
で
あ
る
「
金
田
山
・
猿
山
・
地
獄
ヶ
入
」
を
百
姓

仲
間
で
割
り
合
い
新
林
を
仕
立
て
、
さ
ら
に
方
々
へ
草
を
売
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
田

原
村
ら
の
入
会
場
所
へ
入
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
蓑
毛
村
に
つ
い
て
も
入
会
場
所

に
新
畑
・
新
林
を
仕
立
て
、
草
場
を
狭
め
て
い
る
と
訴
え
て
い
る
。

　

一
〇
月
、
田
原
村
の
訴
え
に
蓑
毛
・
寺
山
両
村
が
返
答
書
を
提
出
し
た
。
両
村
に
よ

れ
ば
、
田
原
村
が
以
前
か
ら
入
会
利
用
す
る
「
草
山
」
は
蓑
毛
村
「
西
山
」
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
同
村
が
理
不
尽
に
蓑
毛
村
「
東
山
」
へ
侵
入
し
た
の
で
「
馬
草
」
を
刈

ら
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
「
東
山
」
は
寺
山
村
が
「
先
規
よ
り
今
以
入
会
、
馬
草

刈
」
り
取
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
田
原
村
は
「
東
山
」
へ
は
入
っ
て
来
な
か
っ
た

と
主
張
す
る
。

　

翌
元
禄
二
年
五
月
、
幕
府
の
裁
許
が
下
っ
た
。
田
原
村
の
「
東
山
」
と
「
西
山
」
の

入
会
は
正
当
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
入
会
山
内
に
仕
立
て
た
新
林
・
新
畑
は
そ
の
ま
ま
に
差
し

【図１】善波村絵図

平塚市博物館寄託上野洋一家文

書№377より作成
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置
く
が
、
今
後
の
拡
大
は
禁
止
す
る
と
の
内
容
で
、
争
論
は
田
原
村
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
か
ら
、
蓑
毛
村
周
辺
の
「
西
山
」「
東
山
」
と
呼
ば
れ
る
山
が
秣
や
薪
を

採
取
す
る
「
草
山
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
山
の
具
体
的
な
所
在

と
範
囲
は
不
明
だ
が
、
訴
状
の
内
容
か
ら
「
い
よ
り
山
と
申
所
よ
り
こ
ぶ
た
の
と
申
た

け
迄
壱
里
半
程
之
草
山
」
が
「
東
山
」
に
該
当
し
、
金
目
川
の
東
側
の
大
山
か
ら
善
波

峠
に
至
る
尾
根
筋
の
山
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、「
壱
里
半
程
之
草
山
」
と

い
う
表
現
か
ら
広
大
な
草
山
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
入
会
村
々
の

秣
場
利
用
を
め
ぐ
る
葛
藤
の
背
景
に
、
秣
場
の
新
畑
・
新
林
化
、
お
よ
び
秣
の
商
品
化

が
あ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
争
論
の
対
象
と
な
っ
た
「
東
山
」「
西
山
」
と
呼
ば
れ
る
蓑
毛
・
小
蓑

毛
・
寺
山
・
東
田
原
・
西
田
原
五
ヶ
村
入
会
山
の
範
囲
を
絵
図
か
ら
検
討
し
た
い
。【
図

２
】
は
こ
の
争
論
の
裁
許
絵
図
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
裁
許
絵
図
に
は
樹
木

の
表
現
や
各
村
の
田
畑
の
表
記
は
あ
る
が
、
秣
場
の
表
記
は
な
い
。
た
だ
、
黒
線
で
囲

ん
だ
無
地
の
部
分
に
「
運
上
山
」
「
横
曽
根
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
横
曽
根
山
」
に

つ
い
て
は
元
禄
元
年
一
〇
月
の
小
蓑
毛
村
の
返
答
書
に
「
い
よ
り
山
よ
り
こ
ぶ
た
の
上

三
拾
町
ほ
ど
の
内
八
大
坊
碩
学
領
小
蓑
毛
村
付
之
横
曽
根
山
は
（
中
略
）
他
所
よ
り
一

切
入
会
不
申
候
、
然
所
ニ
当
六
月
十
六
日
、
田
原
村
よ
り
右
馬
拾
六
疋
に
て
罷
越
、
馬

草
刈
候
て
帰
り
を
見
付
、
草
荷
を
と
め
申
候
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
横
曽
根
山
は
「
い

よ
り
山
」
か
ら
「
こ
ぶ
た
の
」
間
に
あ
る
秣
を
取
る
草
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
な

お
、
横
曽
根
山
は
入
会
地
で
は
な
い
と
の
小
蓑
毛
村
の
主
張
は
裁
許
で
否
定
さ
れ
る
）
。

　

ま
た
、【
図
２
】
の
北
半
分
の
位
置
に
あ
た
る
蓑
毛
村
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の

絵
図
【
図
３
】
を
み
る
と
、
村
の
東
西
縁
部
が
主
に
「
秣
場
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
年

の
蓑
毛
村
明
細
帳
に
は
「
秣
場　

東
西
北
に
こ
れ
有
り
、
裾
よ
り
峯
迄
凡
廿
町
程
、
但

東
田
原
・
寺
山
村
・
小
蓑
毛
村
入
会
野
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
、
絵
図
の
内
容
と
合
致
し

【図２】�東田原・西田原両村と蓑毛・小蓑毛・�

寺山三か村山論裁許絵図（『秦野市史　

第三巻　資料編2』附録に加筆）

【図３】天保7年蓑毛村絵図（武眞幸家文書）
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て
い
る
。
さ
ら
に
【
図
２
】
の
東
南
部
に
あ
た
る
寺
山
村
の
天
保
六
年
の
絵
図
【
図

４
】
を
み
る
と
、
村
の
東
部
に
広
範
囲
の
「
秣
場
」
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
年
の
寺
山
村
明
細
帳
に
は
「
秣
場　

右
は
村
之
東
北
に
て
字
か
ね
田
・
字
舟
山
・
字

地
獄
ヶ
入
・
字
日
向
リ
峰
、
右
村
内
散
在
野
ニ
御
座
候
、
其
外
坂
本
道
西
之
方
蓑
毛
・

小
蓑
毛
・
東
田
原
・
西
田
原
右
五
ヶ
村
入
会
場
所
ニ
て
散
在
野
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
。

か
ね
田
（
金
田
山
）・
地
獄
ヶ
入
は
貞
享
の
入
会
争
論
で
も
寺
山
村
付
の
秣
場
と
さ
れ
て

い
た
（
前
述
）
。
ま
た
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
寺
山
地
誌
に
は
「
山　

金
田
嶺　

高
サ
凡
百
五
十
丈
東
方
ニ
位
ス
、
頂
上
ヨ
リ
東
ハ
本
郡
子
易
村
・
三
ノ
宮
村
両
村
ニ
属

ス
、
山
脈
東
北
ノ
方
同
郡
小
蓑
毛
村
及
蓑
毛
ノ
飛
地
ヨ
リ
連
リ
南
ニ
蜿
蜒
シ
東
南
ノ
方

ニ
抵
リ
テ
同
郡
善
波
・
名
古
木
両
村
ニ
連
絡
ス
、
樹
木
ナ
ク
只
茅
草
ノ
ミ
繁
茂
セ
リ
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
明
細
帳
・
地
誌
か
ら
寺
山
村
東
部
に
あ
る
大
山
か
ら
善
波
峠
に
至

る
尾
根
筋
の
山
は
「
入
会
場
所
」
の
「
散
在
野
」
（
＝
薪
秣
肥
草
の
採
取
地
）
で
、「
樹

木
ナ
ク
只
茅
草
ノ
ミ
繁
茂
」
す
る
草
地
と
さ
れ
、【
図
４
】
の
内
容
と
概
ね
符
合
す
る
。

た
だ
、【
図
４
】
で
は
秣
場
の
中
に
「
地
頭
林
」
「
御
林
」
が
点
在
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、

【図４】天保6年寺山村絵図（武眞幸家文書）

【図５】�明治39年（1906）の蓑毛・寺山・東田原・西田原（陸地

測量部発行 1/20,000 地形図「大山」「秦野」に加筆）
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秣
場
と
さ
れ
る
一
面
が
全
て
草
地
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
留
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、【
図
２
】
の
裁
許
絵
図
に
お
け
る
無
地
部
分
は
秣
場
・
草
山
を
表
し
た
部

分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
明
治
三
九
年
測
量
の
地
形
図
で
は
裁
許
絵
図
の
無

地
部
分
に
重
な
る
部
分
が
「
荒
地
」
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
【
図
５
】
。
こ
の
「
荒
地
」

部
分
は
明
治
一
五
年
測
量
の
迅
速
測
図
に
お
け
る
「
荒
」
表
記
の
部
分
と
も
ほ
ぼ
重
な

る
。
明
治
一
五
年
測
量
の
迅
速
測
図
の
作
成
に
あ
た
り
記
録
さ
れ
た
『
偵
察
録
』
に
は

蓑
毛
村
周
辺
の
山
の
景
観
に
つ
い
て
「
阿（

マ
マ
）

非
利
山
ノ
下
方
ニ
於
テ
ハ
樹
木
稀
疎
、
篠
萱

多
シ
」「
葛
葉
川
水
源
ノ
近
傍
ニ
テ
高
キ
地
ニ
ハ
樹
木
ナ
シ
、
冬
季
コ
レ
ヲ
望
メ
バ
禿
山

ノ
如
シ
、
蓑
毛
村
近
傍
略
々
菩
提
村
ト
景
況
ヲ
同
フ
ス
」「
丹
沢
山
麓
ノ
森
林
及
蓑
毛
村

周
囲
ノ
森
林
ハ
山
ト
平
地
ト
界
ス
ル
ヨ
リ
起
リ
、
或
ハ
谷
間
ニ
深
ク
繁
茂
ス
ル
ア
リ
と

雖
ト
モ
上
半
面
ハ
総
テ
樹
木
ナ
シ
」「
コ
ノ
地
方
夏
季
ハ
秣
草
ヲ
刈
リ
取
ル
タ
メ
人
馬
ノ

通
行
自
在
ナ
ル
道
ヲ
作
為
ス
ル
ア
リ
」
な
ど
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
と

近
世
の
絵
図
に
お
け
る
秣
場
の
範
囲
か
ら
【
図
５
】
で
「
荒
地
」
と
さ
れ
て
い
る
部
分

は
、
萱
場
・
秣
場
の
草
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

（
２
）
丹
沢
山
御
林
裾
野
運
上
山

　

秦
野
盆
地
周
辺
に
は
丹
沢
御
林
裾
野
運
上
山
と
総
称
さ
れ
る
「
拾
六
ヶ
村
入
会
山
」

「
五
ヶ
村
入
会
堀
山
」
「
三
ヶ
村
入
会
戸
川
山
」
と
呼
ば
れ
る
が
入
会
山
が
存
在
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
村
々
が
運
上
を
納
め
る
こ
と
で
利
用
で
き
る
入
会
山
で
、「
拾
六
ヶ
村
入
会

山
」
は
寺
山
・
落
合
・
名
古
木
・
曽
屋
・
南
矢
名
・
上
大
槻
・
大
竹
・
尾
尻
・
今
泉
・

平
沢
・
菩
提
・
羽
根
・
西
田
原
・
東
田
原
・
蓑
毛
・
小
蓑
毛
の
各
村
、「
五
ヶ
村
入
会
堀

山
」
は
堀
山
下
・
堀
斎
藤
・
堀
川
・
堀
沼
城
・
渋
沢
の
各
村
、「
三
ヶ
村
入
会
戸
川
山
」

は
戸
川
・
横
野
・
三
屋
の
各
村
が
利
用
し
た
（
以
上
、
全
て
秦
野
市
）
。
な
お
、
運
上
は

寺
山
村
名
主
が
山
守
と
し
て
取
り
立
て
、
寺
山
村
を
支
配
す
る
領
主
や
幕
府
代
官
へ
上

納
し
て
い
た
。 

　

①
拾
六
ヶ
村
入
会
山

　

「
拾
六
ヶ
村
入
会
山
」
は
ヤ
ビ
ツ
峠
の
北
、
現
在
の
秦
野
市
丹
沢
寺
山
一
帯
に
位
置

し
て
い
た
。
寛
延
三
年
（
一
八
五
〇
）
二
月
、
蓑
毛
村
源
七
が
同
入
会
山
の
伐
木
を
出

願
し
た
願
書
か
ら
こ
の
山
の
利
用
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　
　

（
前
略
）

　
　

一 

相
州
波
多
野
中
入
会
十
九マ

マ

ヶ
村
之
百
姓
者
、
先
規
ゟ
同
国
丹
沢
山
入
会
御
運
上

場
ニ
而
萱
・
秣
・
薪
等
苅
出
シ
売
々
仕
、
年
内
半
分
之
渡
世
仕
候
所
ニ
、
組
合

村
々
仲
間
相
談
并
山
守
方
ゟ
之
指
図
ニ
而
、
末
々
御
用
ニ
も
差
上
度
奉
存
候
椴

槻
之
類
、
斧
伐
鋸
引
之
木
之
類
者
伐
取
申
間
敷
筈
ニ
相
定
、
仕
立
置
候
処
ニ
、

年
積
り
大
木
ニ
罷
成
、
木
数
も
多
ク
罷
成
候
而
［　
　

］
萱
・
秣
・
薪
等
迄
枯

レ
腐
り
、
一
切
生
立
不
申
候
、
依
之
入
会
村
々
百
姓
共
之
挊
次
第
ニ
薄
ク
罷
成
、

及
困
窮
候
義
、
弐
拾
ヶ
年
已
来
ニ
御
座
候
、
尤
田
畑
之
肥
シ
不
足
ニ
付
、
又
者

日
々
挊
渡
世
ニ
被
妨
、
耕
作
介
錯
難
成
御
座
候
故
年
々
不
作
仕
候
与
奉
存
候
、

（
中
略
）
組
合
十
九
ヶ
村
小
百
姓
難
儀
仕
候
、
依
之
丹
沢
山
御
運
上
野
入
会
野

有
之
上
木
、
尤
御
用
ニ
茂
指
上
度
（
後
略
）

　

秦
野
地
域
の
村
々
は
御
運
上
山
で
採
取
し
た
萱
・
秣
・
薪
を
商
品
と
し
て
販
売
し
、

「
年
内
半
分
之
渡
世
」
に
し
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
、
組
合
村
々
仲
間
や
山
守
の
相
談

で
将
来
御
用
木
に
な
り
そ
う
な
椴
・
槻
の
伐
木
を
禁
じ
た
た
め
、
そ
れ
ら
が
大
木
と
な

り
木
数
も
増
え
、
萱
・
秣
や
薪
に
す
る
木
ま
で
枯
れ
、
入
会
村
々
の
百
姓
の
稼
ぎ
や
耕

作
に
支
障
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
木
の
御
用
木
と
し

て
の
上
納
を
出
願
し
た
。
な
お
、
同
年
六
月
の
書
付
に
よ
る
と
、
拾
六
ヶ
村
入
会
山
に

は
二
万
六
二
一
〇
本
ほ
ど
の
木
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
御
用
木
は
「
御
用
ニ
相
立
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候
木
之
類
十
分
一
差
上
、
相
残
候
分
願
之
村
江
被
下
置
」
る
算
段
で
あ
り
、
椴
・
槻
の

伐
採
規
制
と
上
納
に
は
林
業
収
入
を
得
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か

ら
、
前
項
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
入
会
山
で
の
採
取
物
は

自
用
品
の
み
で
な
く
重
要
な
商
品
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
秦

野
市
域
の
多
く
の
村
々
の
明
細
帳
類
で
「
農
間
稼
」
に
「
秣
・
薪
取
曽
屋
村
ニ
売
出
」

な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
た
だ
、
林
業
収
入
を
ね
ら
っ
た
椴
・

槻
の
伐
採
規
制
も
お
こ
な
わ
れ
、
萱
・
秣
利
用
と
の
競
合
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
競
合

に
よ
る
弊
害
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
も
伐
木
・
御
用
木
上
納
出
願
の
背
景
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
出
願
が
許
可
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
後
も
御
用
木
伐
採
に
向
け
た
動
向
は
続
き
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）

に
は
江
戸
芝
材
木
町
善
左
衛
門
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
は
和
泉
屋
喜
兵
衛
と
い

う
者
が
伐
木
を
出
願
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
寺
山
村
の
山
守
が
故
障
を
申
し
立
て

実
現
せ
ず
、
結
局
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
酒
匂
村
（
小
田
原
市
）
利
右
衛
門
・

真
田
村
（
平
塚
市
）
八
兵
衛
に
木
代
金
一
五
〇
両
で
伐
木
が
認
め
ら
れ
た
。

　

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）、
幕
府
が
炭
会
所
を
設
立
す
る
と
、
寺
山
村
・
横
野
村
に
炭

焼
出
し
の
村
請
が
命
じ
ら
れ
、
文
化
三
年
～
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
間
に
三
二
万

俵
余
の
炭
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）

に
は
拾
六
ヶ
村
入
会
山
の
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

 

（
前
略
）
相
州
大
住
郡
寺
山
村
外
十
五
ヶ
村
入
会
丹
沢
御
運
上
山
之
義
ハ
、
前
々

よ
り
度
々
炭
焼
出
し
有
之
、
一
円
萱
野
ニ
相
成
、
然
ル
処
其（

寺
山
村
）

御
村
方
ニ
て
右
茅
野

場
所
新
田
開
発
之
儀
被
成
度
由
ニ
て
、
去
ル
酉
年
中
拾
五
ヶ
村
故
障
之
儀
無
之
段

一
統
相
談
ニ
お
よ
び
（
後
略
）

　

こ
こ
か
ら
、
拾
六
ヶ
村
入
会
山
が
炭
焼
に
よ
る
伐
木
で
全
体
的
に
萱
野
化
し
て
い
っ

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
文
政

元
年
（
一
八
一
八
）
か
ら
は
拾
六
ヶ
村

入
会
山
を
流
れ
る
藤
熊
川
沿
い
、
ヤ
ビ

ツ
峠
北
の
門
戸
口
か
ら
札
掛
ま
で
の
一

〇
町
歩
を
新
開
場
と
し
て
開
発
し
、
入

百
姓
を
導
入
し
て
椎
茸
・
山
葵
栽
培
が

お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
上
の

経
緯
を
経
た
明
治
一
五
年
（
一
八
八

二
）
に
描
か
れ
た
拾
六
ヶ
村
入
会
山
の

景
観
か
ら
は
、
山
に
木
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
ま
さ
に
「
一
円
萱
野
」
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
【
図
６
】
。

　
　

② 

五
ヶ
村
入
会
堀
山
・
三
ヶ
村
入

会
戸
川
山

　

「
五
ヶ
村
入
会
堀
山
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
に
作
成
さ
れ
た
「
堀
四
個
村
秣
場

全
図
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
範
囲
を
ト
レ
ー
ス
し
た
図
に
よ
れ
ば
【
図
７
】
、

現
在
の
堀
山
を
中
心
と
し
た
大
倉
尾
根
一
帯
が
そ
の
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
三
ヶ
村
入
会
戸
川
山
」
に
つ
い
て
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
六
月
の
戸
川

村
が
堀
四
か
村
・
横
野
村
と
争
っ
た
山
論
の
裁
許
状
に
「
沢
筋
中
央
筋
を
境
西
は
堀
山
、

東
は
戸
川
・
横
野
両
村
入
会
山
に
相
極
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
範
囲
は
不

明
だ
が
、
堀
山
の
東
を
流
れ
る
水
無
川
の
沢
を
境
と
し
た
東
側
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
一
二
月
の
堀
山
下
村
と
堀
川
・
堀
斎
藤
・
渋
沢

三
か
村
と
の
山
論
の
裁
許
絵
図
を
み
る
と
【
図
８
】
、
塔
ノ
岳
か
ら
行
者
岳
、
三
ノ 

塔
へ
続
く
尾
根
の
南
、
堀
山
か
ら
東
の
一
帯
に
は
木
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
菩
提
山
（
後

述
）
な
ど
丹
沢
山
御
林
裾
野
御
運
上
山
以
外
の
入
会
山
を
含
め
て
こ
の
一
帯
は
秣
場
・

【図６�】寺山村字門戸口からの景観（明治前期測量２ 

万分１フランス式彩色地図「神奈川縣相模國大住 

郡寺山村」㈶日本地図センター発行）
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萱
場
の
草
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

（
３
）
丹
沢
山
御
林
裾
野
御
運
上
山
以
外
の
秣
場
・
入
会
山

　

上
述
の
運
上
山
以
外
に
も
秦
野
盆
地
周
辺
に
は
入
会
山
が
存
在
し
た
。『
秦
野
市
史
』

の
収
録
史
料
等
か
ら
は
菩
提
山
・
萱
沼
山
・
三
廻
部
山
・
た
か
の
す
か
ら
す
山
・
土
佐

原
山
・
中
山
村
山
・
弥
勒
寺
山
・
宇
津
茂
山
・
大
寺
山
と
い
っ
た
山
が
入
会
山
と
し
て

確
認
で
き
る
。
菩
提
山
・
萱
沼
山
・
三
廻
部
山
・
た
か
の
す
か
ら
す
山
に
つ
い
て
は
史

料
か
ら
「
薪
・
馬
草
・
苅
敷
」
が
採
取
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
萱
沼

山
・
大
寺
山
・
宇
津
茂
山
・
弥
勒
寺
山
に
つ
い
て
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
お
け

る
入
会
村
々
が
わ
か
る
【
表
１
】
。

　

（
４
）
小
括

　

以
上
か
ら
、
秦
野
盆
地
周
辺
に
は
秣
・
萱
・
薪
を
採
取
す
る
草
山
が
広
く
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
入
会
山
の
全
て
に
つ
い
て
具
体
的
な
所
在
や
範
囲

は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
明
治
期
の
地
図
に
お
け
る
秦
野
盆
地
周
辺
の
「
荒
地
」
の

分
布
は
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
【
図
９
】。
こ
こ
で
「
荒
地
」
表
記
さ
れ
る
部
分
は
萱
場
・

秣
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
（
前
述
）
、
秦
野
盆
地
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
分
布
し
、

特
に
丹
沢
表
尾
根
の
南
面
に
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

【図７】堀山秣場図（秦野市教育委員会所蔵図に加筆）

【図８】堀山争論裁許絵図（武眞幸家文書）

(
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【図９】�明治期秦野盆地周辺の「荒地」（陸地測量部発行1/20,000地形図「大山」「秦野」（明治39年（1906） 

測量）・「塔嶽」「松田惣領」（明治21年（1888）測量）に加筆）

 

【表 】元文 年 月萱沼村外三山入会村々二十一か村書上げ

入会山 入会村々 
萱沼山 萱沼村・金子村両組・八沢村・神山村・菖蒲村 

大寺山 大寺村・金子村両組・土佐原村・柳川村・神山村・弥勒寺村・八沢村・萱沼村・中山村・

菖蒲村・宇津茂村・虫沢村・上大井村 
宇津茂山 宇津茂村・菖蒲村・柳川村・土佐原村・八沢村 

弥勒寺山 弥勒寺村・中山村・柳川村・萱沼村・宇津茂村・八沢村・大寺村・土佐原村・菖蒲村（上

大井村・神山村・金子両組：萱苅入会） 
『秦野市史 第二巻近世史料 1』№168 より作成。 
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二　

丹
沢
山
地
の
景
観

　

前
章
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
描
か
れ
た
丹
沢
山
地
か
ら
そ
の
景
観
を
検
討

し
た
い
。
検
討
す
る
素
材
は
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
作
成
さ
れ
た
福
原
高
峯
編

『
相
中
留
恩
記
略
』
の
長
谷
川
雪
堤
に
よ
る
挿
絵
で
あ
る
。
同
挿
絵
は
天
保
七
年
九
～

一
〇
月
に
長
谷
川
雪
堤
ま
た
は
父
の
雪
旦
が
福
原
高
峯
と
同
行
し
た
写
生
旅
行
に
基
づ

い
て
い
る
と
さ
れ
、
一
定
の
写
実
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

１　

曽
屋
村
（
井
明
神
社
・
金
蔵
院
）
・
落
合
村
（
八
幡
社
）

　

秦
野
市
の
本
町
四
ツ
角
か
ら
東
北
方
面
を
望
む
【
図
10
】
。
右
手
に
見
え
る
山
は
権

現
山
・
弘
法
山
と
思
わ
れ
、
尾
根
筋
に
松
が
生
え
て
い
る
が
山
体
に
は
樹
木
が
ほ
と
ん

ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
の
迅
速
測
図
で
は
こ
の
角
度
か
ら

見
え
る
弘
法
山
・
権
現
山
の
南
西
面
は
「
荒
」
と
な
っ
て
お
り
【
図
11
】
、
草
地
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
左
手
に
み
え
る
山
頂
付
近
に
樹
林
が
見
え
る
山
が
何
か

は
判
然
と
し
な
い
が
、
山
腹
に
は
木
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

２　

�

堀
山
下
村
よ
り
眺
望
（
羽
根
村
天
王
社
・
横
野
村
唐
子
社
・
戸
川
村
八
幡
社
・

堀
山
下
村
八
幡
社
）

　

堀
山
下
村
か
ら
水
無
川
を
挟
ん
で
東
北
方
面
を
望
む
【
図
12
】
。
左
手
の
麓
に
唐
子

明
神
が
あ
る
山
は
三
ノ
塔
、
そ
の
奥
の
濃
い
樹
木
の
表
現
の
あ
る
山
は
塔
ノ
岳
、
中
央

の
戸
川
村
八
幡
神
社
の
後
ろ
の
山
は
現
在
、
菜
の
花
台
が
所
在
す
る
三
角
山
と
思
わ
れ

る
。
山
頂
付
近
が
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
る
塔
ノ
岳
の
ほ
か
は
、
山
に
樹
木
が
点
在
し
て

描
か
れ
る
も
の
の
全
体
的
に
は
樹
木
の
表
現
は
少
な
く
、
山
裾
に
は
畑
が
描
か
れ
て
い

る
。
右
手
奥
の
山
々
は
大
山
か
ら
弘
法
山
へ
続
く
稜
線
の
山
々
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
に
も
樹
木
表
現
は
な
い
。

　

３　

千
村
（
白
山
社
）

　

千
村
（
秦
野
市
）
の
白
山
神
社
か
ら
南
西
方
面
を
望
む
【
図
13
】
。
白
山
神
社
の
背

後
の
丘
は
渋
沢
丘
陵
、
右
手
奥
に
見
え
る
山
は
松
田
山
か
。
丘
陵
に
は
斜
面
に
疎
林
と

【図10】�曽屋村（井明神社・金蔵院）・落合村�

（八幡社）（国立公文書館蔵）

【図11】�明治15年（1882）の弘法山付近（明 

治前期測量２万分１フランス式彩色地図 

「神奈川縣相模國大住郡曾屋村外十一ヶ 

村」㈶日本地図センター発行）

【図12】�堀山下村より眺望（羽根村天王社・横

野村唐子社・戸川村八幡社・堀山下村

八幡社）（国立公文書館蔵）

【図13】千村（白山社）（国立公文書館蔵）

(
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畑
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
樹
木
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
な
お
、【
図
８
】
で
は

千
村
の
南
の
丘
陵
に
は
「
広
葉
樹
」
「
畑
」
「
荒
地
」
が
広
が
る
が
、
明
治
一
五
年
（
一

八
八
二
）
迅
速
測
図
で
は
「
楢
」
「
畑
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

４　

善
波
村
（
三
嶋
明
神
社
）

　

三
嶋
明
神
社
か
ら
北
方
面
を
望
む
【
図
14
】
。
神
社
の
背
後
の
山
は
聖
峰
・
高
取
山

と
思
わ
れ
る
。
中
央
の
山
の
麓
に
松
林
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
山
に
は
松
が
点
在
す
る

だ
け
で
樹
木
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

５　

三
ノ
宮
村
（
三
之
宮
明
神
社
）

　

三
ノ
宮
村
（
伊
勢
原
市
）
の
三
之
宮
明
神
社
（
比
々
多
神
社
）
か
ら
南
西
方
面
を
望

む
【
図
15
】
。
左
手
の
山
は
塔
の
山
、
中
央
は
聖
峰
で
高
取
山
へ
連
な
る
山
々
を
描
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
に
は
山
頂
付
近
に
わ
ず
か
に
松
が
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
、

塔
の
山
と
思
わ
れ
る
山
の
ふ
も
と
に
は
畑
が
見
ら
れ
る
。
【
図
９
】
で
は
高
取
山
の
東

面
・
聖
峰
は
「
荒
」
と
さ
れ
て
お
り
、
塔
の
山
は
山
頂
部
が
針
葉
樹
、
山
腹
は
広
葉
樹

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
の
迅
速
測
図
で
は
山
頂
部
は
「
荒
」
、

山
腹
は
「
楢
」
、
山
麓
は
「
畑
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

６　

小
括

　

以
上
、『
相
中
留
恩
記
略
』
に
描
か
れ
た
秦
野
盆
地
周
辺
の
丹
沢
山
地
の
描
写
を
検
討

し
た
。
山
に
は
樹
木
・
林
が
描
か
れ
た
部
分
と
描
か
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
高
い

山
の
山
頂
付
近
の
ほ
か
は
樹
木
の
描
か
れ
て
い
な
い
部
分
が
広
範
に
広
が
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
樹
木
描
写
が
な
い
部
分
は
絵
図
・
地
図
類
で
は
秣
場
や
「
荒
」
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
と
概
ね
重
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
偵
察
録
』
で
は
秦
野
盆
地
に
面
し
た
丹
沢
山
地
に
つ
い
て
「
丹
沢
山
ノ
南
面

ノ
部
、
及
ヒ
其
塔
ヶ
嶽
支
脈
ハ
大
抵
樹
木
ナ
ク
篠
萱
ノ
ミ
生
ス
、
然
レ
ト
モ
南
面
中
稍

シ
ク
谷
形
多
シ
凹
角
ナ
ル
部
及
支
山
ノ
谷
間
ニ
ハ
至
ル
所
樹
木
繁
茂
通
路
ハ
甚
少
シ
、

村
落
付
近
ノ
山
地
ハ
駄
獣
ノ
通
行

シ
得
ベ
キ
ア
リ
ト
雖
ト
モ
、
山
頂

以
北
ハ
僅
カ
ニ
猟
者
ノ
足
跡
ヲ
存

ス
ル
ニ
過
キ
ス
」「
山
ノ
上
方
ハ
一

面
老
樹
ヲ
以
テ
覆
フ
」「
コ
ノ
地
方

平
地
及
岡
阜
地
ニ
ハ
森
林
ア
ル
モ

大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
樹
種
ハ
松
・

杉
・
檜
・
樫
・
楢
及
櫨
ノ
類
ナ
リ
」

「
丹
沢
山
麓
ノ
森
林
及
蓑
毛
村
周

囲
ノ
森
林
ハ
山
ト
平
地
ト
界
ス
ル

ヨ
リ
起
リ
、
或
ハ
谷
間
ニ
深
ク
繁

茂
ス
ル
ア
リ
と
雖
ト
モ
上
半
面
ハ

総
テ
樹
木
ナ
シ
」
な
ど
と
記
さ
れ

【図16】明治15年（1882）の塔の山付近（明治 

前期測量２万分１フランス式彩色地図「神奈 

川縣相模國大住郡曾屋村外十一ヶ村」㈶日本 

地図センター発行）

【図14】善波村（三嶋明神社）（国立公文書館蔵）

【図15】三ノ宮村三之宮明神社（国立公文書館蔵）
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て
い
る
。
山
麓
の
平
地
と
接
す
る
面
や
谷
間
に
小
規
模
な
森
林
が
点
在
し
、
山
の
中
腹

に
は
樹
木
が
な
く
、
山
頂
以
北
に
森
林
が
存
在
し
た
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

『
偵
察
録
』
の
描
写
も
『
相
中
留
恩
記
略
』
の
挿
絵
の
描
写
と
符
合
し
て
お
り
、
同
挿

絵
で
樹
木
・
林
の
描
か
れ
て
い
な
い
部
分
は
秣
場
な
ど
の
草
地
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
樹
木
が
描
か
れ
な
い
山
は
樹
木
を
省
略
し
た
表
現
で
は
な
く
、
実
際
の
山

の
様
子
の
描
写
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
秦
野
盆
地
の
周
囲
の
山
々
は
草
地
が
広
が
る
景

観
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

お
わ
り
に

　

秦
野
盆
地
の
周
囲
に
は
広
大
な
運
上
山
・
入
会
山
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
萱
・

薪
・
秣
な
ど
を
採
取
す
る
草
山
で
、
採
取
物
は
自
用
だ
け
で
な
く
商
品
に
も
な
っ
て
お

り
、
地
域
住
民
の
貴
重
な
収
入
源
で
も
あ
っ
た
。
山
は
こ
れ
ら
の
採
取
の
た
め
高
度
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
秦
野
盆
地
周
辺
の
山
々
は
木
が
繁
茂
す
る
現
代
の
景

観
と
は
異
な
り
、
草
山
的
な
景
観
を
な
し
て
い
た
。『
相
中
留
恩
記
略
』
の
挿
絵
は
そ
の

様
子
を
写
実
的
に
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
山
で
は
時
と
し
て
開
発
や
植
林
が
行
わ
れ
、
萱
・
秣
採
取
と
競
合

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
拾
六
ヶ
村
入
会
山
で
は
林
業
収
入
を
見
込
ん
だ
木
の
伐
採
が
禁

じ
ら
れ
、
成
長
に
及
ん
で
薪
・
萱
・
秣
の
採
取
に
支
障
が
生
じ
、
他
国
か
ら
そ
の
伐
採

を
望
む
者
が
現
れ
る
な
ど
し
た
。
さ
ら
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
以
降
、
幕
府
の
炭
会

所
設
立
に
と
も
な
う
炭
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
拾
六
ヶ
村
入
会
山
は
一
面

の
萱
野
原
と
化
し
、
そ
の
後
は
入
百
姓
を
導
入
し
た
椎
茸
・
山
葵
栽
培
も
試
み
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
史
料
や
絵
図
で
秣
場
・
萱
場
と
さ
れ
て
い
て
も
、
時
と
場
所
に
よ
っ
て
実

態
が
異
な
り
、
変
化
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は

こ
う
し
た
時
期
的
な
環
境
・
景
観
の
変
化
を
追
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

　

と
は
い
え
、
丹
沢
山
地
に
は
現
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
広
大
な
草
山
が
広
が

っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
と
い
え
る
。
次
の
史
料
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
山
の
状
態
が
周

辺
地
域
に
与
え
た
影
響
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
　

 

神
奈
川
県
中
郡
高
部
屋
村
、
比
々
多
村
、
東
秦
野
村
、
北
秦
野
村
、
大
山
町
等
数

ヶ
町
村
ニ
分
布
ス
ル
林
野

　
　
　
　
　
　
　

面
積
約
三
千
二
百
町
歩

　
　

 

本
地
ハ
（
中
略
）
連
年
火
入
ヲ
行
フ
結
果
ハ
地
被
物
ヲ
焼
尽
シ
甚
シ
ク
地
力
ヲ
衰

退
セ
シ
メ
タ
ル
ガ
為
、
普
通
樹
木
ハ
殆
ド
其
ノ
生
育
ヲ
完
フ
ス
ル
ヲ
得
ズ
僅
ニ
耐

火
性
ヲ
有
ス
ル
檜
、
櫟
等
ノ
根
株
所
々
ニ
残
存
セ
ル
ヲ
見
ル
モ
是
亦
火
入
ノ
為

年
々
其
萌
芽
ヲ
焼
尽
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
テ
林
業
及
農
業
ノ
維
持
発
展
ヲ
阻
害
ス
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
秣
ノ
採
取
亦
意
ノ
如
ク
ナ
ル
能
ハ
ズ
、
而
シ
テ
従
来
ニ
於
ケ
ル
産
物
採

取
ノ
方
法
ハ
概
ネ
自
由
放
漫
ナ
ル
入
会
共
用
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
採
取
上
何
等
節
制

ア
ル
ナ
ク
唯
僅
カ
ニ
秣
付
、
萱
付
、
採
薪
場
ノ
区
別
ヲ
存
ス
ル
ト
萱
ノ
採
取
ニ
一

定
ノ
期
日
ヲ
設
ク
ル
ガ
如
キ
モ
ノ
ニ
ア
ル
ニ
過
ギ
ズ
故
ニ
多
数
人
一
時
ニ
入
山
採

収
ニ
従
事
シ
競
争
的
濫
採
ノ
弊
甚
シ
ク
、
且
採
取
方
法
粗
雑
ナ
ル
ガ
為
刈
残
根
株

荊
棘
等
ノ
繁
茂
ニ
依
ル
刈
取
作
業
場
ノ
障
碍
ヲ
軽
減
セ
ン
ガ
為
火
入
ヲ
行
フ
傾
キ

ア
リ
彼
是
相
俟
ツ
テ
益
々
土
地
ノ
荒
廃
ヲ
助
長
セ
リ
、
如
此
土
地
ノ
荒
廃
セ
ル
結

果
ハ
啻
ニ
産
物
減
少
ヲ
来
セ
ル
ニ
止
マ
ラ
ズ
延
テ
林
野
ノ
所
々
ニ
崩
壊
ヲ
生
シ
降

雨
ニ
際
シ
テ
ハ
河
水
汎
濫
シ
沿
岸
耕
地
ニ
惨
害
ヲ
蒙
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
（
後
略
）

　

金
目
川
上
流
域
の
町
村
の
林
野
で
は
連
年
火
入
れ
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

起
因
す
る
土
地
の
荒
廃
で
所
々
に
崩
壊
が
生
じ
、
降
雨
時
に
は
河
川
が
氾
濫
し
て
沿
岸

耕
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
本
史
料
は
火
入
れ
が
様
々
な
弊
害
を

(
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1 

水
本
邦
彦
『
草
山
の
語
る
近
世
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。 

2 

所
三
男
『
近
世
林
業
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）。 

3 

①
小
椋
純
一
『
絵
図
か
ら
読
み
解
く
人
と
景
観
の
歴
史
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）・

②
同
『
植
生
か
ら
よ
む
日
本
人
の
く
ら
し
―
明
治
期
を
中
心
に
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九

九
六
年
）・
③
同
『
森
と
草
原
の
歴
史
―
日
本
の
植
生
景
観
は
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ

て
き
た
の
か
―
』（
古
今
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。 

4 

前
掲
小
椋
著
書
②
、
増
渕
和
夫
・
上
西
登
志
子
「
多
摩
丘
陵
に
お
け
る
明
治
前
期
の
植
生

景
観
」（『
川
崎
市
青
少
年
科
学
館
紀
要
』
八
号
、
一
九
九
七
年
）、
原
田
洋
・
井
上
智
『
植

生
景
観
史
入
門
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。 

5 

平
塚
市
編
『
平
塚
市
史
３ 

資
料
編
近
世
（
２
）』（
平
塚
市
、
一
九
八
三
年
）
№
一
二
五
。 

6 

平
塚
市
博
物
館
寄
託
上
野
洋
一
家
文
書
№
三
二
六
。 

7 

秦
野
市
編
『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』（
秦
野
市
、
一
九
八
二
年
）
№
一
一
一
。 

8 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
一
一
二
。 

9 

こ
の
尾
根
筋
の
蓑
毛
と
寺
山
の
境
に
あ
た
る
所
に
「
い
よ
り
峠
」
が
あ
り
、「
い
よ
り
山
」

と
は
そ
の
付
近
の
山
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

10 

た
だ
し
、
現
在
の
い
よ
り
峠
か
ら
大
山
山
頂
ま
で
は
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
約
一
里
）
な

の
で
、「
壱
里
半
」
は
実
際
の
距
離
と
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

11 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
一
一
三
。 

12 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
二
〇
。 

13 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
二
四
。 

14 

『
秦
野
市
史 

第
四
巻 

近
代
史
料
１
』
№
九
。 
15 

明
治
前
期
測
量
２
万
分
１
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
「
神
奈
川
縣
相
模
國
大
住
郡
大
山
町
」

「
神
奈
川
縣
相
模
國
大
住
郡
曾
屋
村
外
十
一
ヶ
村
」「
神
奈
川
縣
相
模
國
大
住
郡
寺
山
村
」

「
神
奈
川
縣
相
模
國
大
住
郡
菩
提
村
」（
㈶
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
発
行
）。 

16 

陸
軍
参
謀
本
部
作
成「
明
治
前
期
民
情
調
査
報
告『
偵
察
録
』」（
柏
書
房
、一
九
八
六
年
）。 

17 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
二
四
。 

18 

秦
野
市
編
『
秦
野
市
史 

通
史
２ 

近
世
』
第
一
章
第
五
節
（
秦
野
市
、
一
九
八
八
年
）。 

19 

武
眞
幸
家
文
書
林
野
Ⅱ
‐
六
。 

20 

武
眞
幸
家
文
書
林
野
Ⅱ
‐
七
。 

21 

武
眞
幸
家
文
書
林
野
Ⅱ
‐
五
。 

22 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
六
・
一
三
・
一
六
・
一
七
・
一
八
・
二
〇
・
二

四
・
二
七
・
二
九
・
三
五
。 

23 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
二
二
一
・
武
眞
幸
家
文
書
林
野
Ⅱ
‐
一
七
。 

24 

大
友
一
雄
「
江
戸
市
場
に
お
け
る
薪
炭
流
通
と
幕
府
の
炭
会
所
政
策
―
江
戸
近
国
御
林
の

役
割
・
機
能
の
一
側
面
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
昭
和
58
年
度
、
一
九
八

四
年
）・
同
「
近
世
後
期
幕
府
炭
会
所
の
御
林
経
営
と
農
民
闘
争
―
相
州
丹
沢
山
御
林
に

お
け
る
御
林
炭
生
産
の
実
態
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
昭
和
60
年
度
、
一

九
八
六
年
）・『
秦
野
市
史 

通
史
２ 

近
世
』
第
三
章
第
八
節
。 

25 

『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
三
一
三
。 

26 

『
秦
野
市
史 

通
史
２ 

近
世
』
第
三
章
第
九
節
・『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』

№
三
一
三
・『
秦
野
市
史 

第
三
巻 

近
世
史
料
二
』
№
四
六
・
八
六
・
九
〇
・
九
七
・
一

一
四
・
武
眞
幸
家
文
書
。 

27 

秦
野
市
教
育
委
員
会
所
蔵
。
題
箋
に
は
「
堀
四
個
村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
図
の
作
成

に
は
堀
山
下
・
堀
斎
藤
・
堀
川
・
堀
沼
城
・
渋
沢
の
者
が
立
ち
会
い
署
名
し
て
い
る
。 

28 

秦
野
市
教
育
委
員
会
所
蔵
。 

29 

『
秦
野
市
史 
第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
一
八
〇
。
な
お
、「
戸
川
・
横
野
両
村
」
と
記

－ 13（62）－

も
た
ら
す
と
し
て
、
そ
の
廃
止
を
求
め
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
記
述
内

容
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
一
〇
年
に
一
度
の
割
合
で
発
生
し
た
と

い
わ
れ
る
近
世
の
金
目
川
の
洪
水
の
背
景
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
近

世
金
目
川
に
お
け
る
頻
繁
な
洪
水
は
、
当
時
の
治
水
技
術
の
未
熟
さ
だ
け
で
な
く
、
上

流
域
の
村
々
に
よ
る
草
山
が
広
が
る
よ
う
な
高
度
な
山
地
利
用
も
一
因
と
な
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

【
付
記
】 

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
武
眞
幸
氏
、
秦
野
市
立
桜
土
手
古
墳
展
示
館
か
ら

史
料
を
閲
覧
・
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
大
な
ご
教
示
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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さ
れ
て
い
る
の
は
三
屋
村
が
「
戸
川
村
枝
郷
」
と
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
蘆

田
伊
人
編
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿

第
三
巻
』
一
四
六
頁
、
雄
山
閣
、
一
九
九
八
年
）。

30 

武
眞
幸
家
文
書
地
図
類
一
。
裁
許
文
面
は
『
秦
野
市
史 

第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
一
〇

一
。

31 

『
秦
野
市
史 
第
二
巻 

近
世
史
料
１
』
№
一
二
八
・
一
二
九
・
一
三
一
・
一
三
三
・『
秦

野
市
史 

通
史
２ 
近
世
』
第
一
章
第
五
節
・
武
眞
幸
家
文
書
林
野
Ⅱ
‐
一
。

32 

藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
藤
沢
市
史

第
七
巻

文
化
遺
産
・
民
俗
編
』
第
五
章
第

一
節
（
藤
沢
市
、
一
九
八
〇
年
）。

33 

山
林
局
『
火
入
ニ
関
ス
ル
事
例
』
一
九
一
三
年

34 

金
目
川
の
洪
水
・
治
水
に
つ
い
て
は
、
平
塚
市
博
物
館
編
『
家
と
村
―
金
目
川
通
り
北
金

目
村
』（
平
塚
市
博
物
館
、
一
九
七
七
年
）・
拙
稿
「
近
世
中
規
模
河
川
に
お
け
る
治
水
秩

序
と
そ
の
変
容
―
相
模
国
金
目
川
を
事
例
に
―
」（『
平
塚
市
博
物
館
研
究
報
告
自
然
と
文

化
』
三
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

－ 14（61）－
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